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１
(金)
／
館
長
・
主
事
会 

３
(日)
／
福
祉
ま
つ
り 

６
(水)
／
中
学
校
卒
業
式 

９
(土)
／
公
民
館
文
化
祭
準
備 

 

10

(日)
／
公
民
館
文
化
祭 

 
 

〝
／
東
大
塚
総
集
会 

19

(火)
／
小
学
校
卒
業
式 

20

(水)
／
🎌
春
分
の
日(

休
館
日)

 

 

25

(月)
／
保
育
園
卒
園
式 

         

寒
さ
も
緩
み
、
学
区
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

総
代
会
長
と
し
て
一
年
無
事
に
務
め
る
事

が
で
き
ま
し
た
の
も
学
区
の
皆
様
、
区
議
員

駐
在
員
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
の
お
か
げ
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
正
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
塚
地
区
に
お
い
て
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が 

発
生
す
れ
ば
、
同
様
な
被
害
が
想
像
で
き
ま

す
。 

 
 

      

現
在
、
学
区
で
は
大
塚
地
区
防
災
計
画
を 

策
定
中
で
す
が
、
先
ず
は
私
達
一
人
ひ
と
り

が
災
害
に
対
し
常
に
意
識
を
持
ち
、
自
己
責 

任
で
万
全
の
備
え
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

終
わ
り
に
、
防
災
訓
練
等
学
区
行
事
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
皆
様
方
に
お
願
い
し
ま
し

て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

         

寒
さ
の
中
に
も
、
春
の
気
配
を
感
じ
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

は
た
し
て
自
分
に
総
代
が
務
ま
る
か
と
不

安
を
抱
き
つ
つ
就
任
し
ま
し
た
が
、
眼
の
前

の
こ
と
に
一
つ
一
つ
取
り
組
む
う
ち
に
あ
っ

と
い
う
間
に
一
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

何
と
か
一
年
無
事
に
務
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
の
も
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
制
限
の
緩

和
が
進
み
、
中
止
さ
れ
て
い
た
色
々
な
行
事

催
し
が
再
開
さ
れ
、
学
区
に
も
活
気
が
戻
っ

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

次
年
度
が
今
年
度
以
上
に
地
域
活
動
が
活

発
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
日
常
に
完
全
に

戻
る
こ
と
を
祈
念
し
て
退
任
の
挨
拶
と
し
ま

す
。 

 

                                        

                                       

園
児
芋
掘
り
体
験
・
交
流 

公
民
館 

３ 

月 
 

 
主
な
行
事
予
定 
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公
民
館
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

臨
時
駐
車
場
と
し
て
す
み
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

◎
作
品
展
示
・
舞
台
発
表
・
地
域
学
校
活
動
記
録
や 

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
・
バ
ザ
ー
・
甘
酒
接
待
等
、
催 

し
物
満
載
で
す
。
ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
あ
わ
せ 

の
う
え
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

退
任
の
あ
い
さ
つ 

学
区
総
代
会
長 

 
 

飛
田
直
俊 

相
楽
町
総
代 
  

 

加
藤
英
記 

駐
車
場 
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≪彦坂交通課長 

による交通講話≫ 

  
１
月
19
日
、
新
春
恒
例
の
大
塚
友
愛
（
老

人
）
ク
ラ
ブ
新
年
会
が
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
。 山

本
会
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま

り
、
蒲
郡
警
察
署
彦
坂
交
通
課
長
か
ら
最
近

の
交
通
事
故
概
要
と
「
ア
イ
チ
」
の
㋐
合
図

し
て
、
㋑
い
く
ど
も
確
認
し
、
㋠
ち
ゅ
う
い

し
て
か
ら
、
を
合
言
葉
に
交
通
事
故
か
ら
自

ら
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
と
の
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
員
か
ら
は
「
人
生
100
年
時
代
を
生
き

抜
く
」
た
め
の
「
食
べ
る
・
動
く
・
つ
な
が

が
る
」
の
健
康
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

          

1/27
月
例
会 

 

大
塚
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

 
 

（
海
陽
さ
く
ら
パ
ー
ク
） 

 
 

 
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。 

１
位 

小
林
敏
弘
さ
ん 

81/H1 

２
位 

浅
沼
芳
子
さ
ん 

84/H2 

３
位 

坂
口
兼
一
さ
ん 

86/H0 

💮
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

２
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
公
害
防
止
協
議
会
に
お
い
て
、
環

境
清
掃
課
よ
り
過
去
５
年
間
に
お
け
る
水
処

分
施
設
及
び
周
辺
地
下
水
の
水
質
処
分
結
果

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
全
て
に
お

い
て
基
準
値
を
大
幅
に
下
回
る
測
定
値
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

ま
た
、
同
場
の
埋
立
実
績
及
び
残
余
容
量

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
令
和
５
年

12
月

末
現
在
埋
立
容
量

113,000
㎥
に
対
し
て

89,549
㎥
で

埋
立
率

79.2
％
で
あ
り
残
余
量
は

20.8
％
と
な

っ
て
い
て
令
和

10
年
度
に
は
事
業
が
完
了

す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
跡
地
の
利
用
等
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
事
業
完
了
後
、
愛
知
県
に
完
了

報
告
書
を
提
出
し
約
２
年
間
安
全
確
認
を
行

い
な
が
ら
跡
地
利
用
計
画
を
実
行
す
る
の
で
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
協
議

を
し
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

             

                                  

   

１
月
13
日
、
橘
丘
里
山
緑
地
内
の
生
い
茂

っ
た
樹
木
の
余
分
な
枝
を
伐
採
し
た
。 

 

同
緑
地
は
、
常
日
頃
か
ら
「
橘
丘
里
山
緑

地
を
愛
す
る
会
」
（
稲
石
房
道
会
長
）
に
よ

り
草
刈
り
等
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
雑
木
の
枝
が
伸
び
放
題
と
な
り
、
里
山

が
荒
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
会
員
に
よ
り
冬

の
内
に
伐
採
し
ま
し
た
。 

         

聞
え
来
る
神
社
参
り
に
除
夜
の
鐘 

 

立
岩
宣
宏 

ふ
り
返
り
三
年
日
記
老
い
を
見
る 

下
タ
村
か
づ
子 

村
わ
た
る
夜
廻
り
の
鉦
年
の
暮
れ 

 

三
浦
三
治 

会
い
た
し
と
友
の
便
り
や
寒
椿 

 
 

安
野
悦
子 

あ
ば
れ
龍
年
の
は
じ
め
の
大
地
震 

 

小
林
道
子 

思
い
で
も
時
に
刃
ば
の
冬
銀
河 

 
 

青
山
昭
吉 

俳
句
ク
ラ
ブ 

菩
提
樹 

里
山
緑
地
の
枝
切
り
を
実
施 

友
愛
ク
ラ
ブ
新
年
会 

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
現
況
に
つ
い
て 

  
ひめはるくるりんバス情報 40 

 
大塚地区支線バス「ひめはるくるりん

バス」1 月乗車人数報告 
 1 月の乗車人数は合計 169 人でした。 

1 便当たり平均乗車人数は 1.5 人です。 
  
  暖かい春の日差しになってきまし

た。春になるとなんだかわくわくし
て、外に出かけたい気分になりません
か。そんな気分の日はひめはるくるり
んバスに乗って、 
ぜひお出かけ 
ください。 

 
地 域 学 校 協 働 活 動 

 
 新 1 年生給食手伝い、ミシン支援、石焼き芋、昔遊び、中学校調理実習、放
課後子ども教室など、地域の皆様のご協力、大変ありがとうございました。 
 令和 6 年度から、大塚地区（大塚小・大塚中）のコミュニティ・スクールが
はじまります。地域と学校が子供達のためにできることを、地道に活動してい
きたいと考えています。大塚小地域学校協働活動推進員 羽田野 博美 

≪東部包括センターさんによる健康講話≫ 

ミシン支援 昔遊び 

調理実習 

 ≪伐採の作業をする 
会員のみなさん≫ 

 公民館ロビー2 月の展示 
 「なにに みえるかな？」 
 大塚小 1 年生が落ち葉でアート

作りを楽しみました。 

それぞれ個性豊かな想像力あふ

れる作品がいっぱいです！ 


